
１．日時　：　平成２３年１２月１３日（火）　1４:３０～
２．場所　：　鳥取河川国道事務所　第１会議室
３．出席委員　  　　：　 部会長　　道上　正　　　（財）とっとり地域連携・総合研究センター理事長　　

部会員　　井上　正一　　　　鳥取大学・大学院工学研究科教授　　
部会員　　清水　正喜　　　　鳥取大学・大学院工学研究科教授

４．議事次第
　 （１）開札結果の報告

平成23年9・10月の入札結果報告
　 （２）審査対象工事の全体説明

審査対象工事件数・・・・・全４６件
①技術提案の審査（入札前審査）・・・全１７件
　 ・標準型・・・　　　　　２件
　 ・簡易型・・・　　　　１５件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 1 － 1
鋼橋 － － － － 1 － 1

－ － － － － － 0
計 0 0 0 0 2 0 2

簡易型（従来方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － 9 － - － 9
維持修繕 － － 1 － － － 1
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 － － 1 － － － 1
機械設備 － － 1 － － － 1
通信設備 － － 2 － － － 2
電気設備 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
計 0 0 15 0 0 0 15

②評価項目・加算点の審査（公告前審査）・・・全２９件
　 ・標準型・・・　　 　 　２件
　 ・簡易型・・・　　　　２７件

標準型

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 － － － － 1 － 1
ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ － － － － 1 － 1

－ － － － － － 0
計 0 0 0 0 2 0 2

簡易型（従来方式・実績重視方式）

～40 50～ 60～ 70～ 80～ 90～
一般土木 1 6 1 － － － 8
維持修繕 － 13 1 － － － 14
法面処理 － 3 － － － － 3
建築 － 1 － － － － 1
電気設備 － － 1 － － － 1

－ － － － － － 0
計 1 23 3 0 0 0 27

加算点の合計

計

備考

計 備考

中国地方整備局総合評価審査委員会　鳥取県部会（第６１回）開催結果の概要

加算点の合計
工種 計

加算点の合計
備考

備考

工種

工種 計

工種
加算点の合計



　 （３）審査対象業務の全体説明
審査対象業務件数・・・１５件

　　①簡易公募型競争入札方式（総合評価落札方式）（公示前）・・・　１件

　　　【標準型】・・・ １件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　②一般競争入札方式（総合評価落札方式）（公示前）・・・０件

　　　【標準型】・・・ ０件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　③簡易公募型プロポーザル方式（公示前）・・ 　２件

　　④標準プロポーザル方式（公示前）・・・ 　０件

　　⑤簡易公募型競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・・　６件

　　　【標準型】・・・ ２件
　　　【簡易型】・・・ ４件

　　⑥一般競争入札方式（総合評価落札方式）（入札前）・・・２件

　　　【標準型】・・・ ２件
　　　【簡易型】・・・ ０件

　　⑦簡易公募型プロポーザル方式（特定前）・・ 　４件

　　⑧標準プロポーザル方式（特定前）・・・ 　０件

　 （４）審査対象工事・業務一覧
別紙のとおり
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

ア） イ） ア） イ） ウ） エ） オ） ア） イ） ウ） エ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

評価内容１
加
算
点

評価内容２
加
算
点

評価内容３

加
算
点

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育
の
取
り
組
み
状
況

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

1 倉吉
道
路 中山名和道路赤坂跨道橋工事 一般土木 C

掘削工　約13,000m3
盛土工　約1,000m3
橋梁下部工　２基
場所打ち杭１０本
橋梁上部工（PCポータル
ラーメン橋）　　　　　１橋
排水構造物工　１式
As舗装工　約1,000m2
道路付属物工　　１式
区画線工　　１式

　PC構造物（上部工）の塩害・中
性化等によるコンクリートの劣
化を防ぎ、コンクリートの耐久性
及び構造物の安全性の向上を
図ることが重要となる。

10月 80.0 15 15
上部工コンクリートの
品質・耐久性向上

25 6 1 3 1 4 3 1 1 1 1 1 1 1 11月22日

2 倉吉
道
路

中山名和道路甲川橋外鋼上部工
事

鋼橋 A

桁製作工　１式
桁輸送工　１式
架設工　１式
仮設工　１式
甲川橋（鋼３径間連続合成２
主鈑桁橋）　L=１１６ｍ
赤碕中山高架橋（Dﾗﾝﾌﾟ　非
合成鈑桁橋）　　　　L=３９ｍ

　表面処理を施した耐候性鋼材
を使用した橋梁の上部工事であ
り、性能・機能の向上及び構造
物の延命化を図るために良好な
保護性錆びを形成させることが
重要となる。

11月 80.0 15 15
甲川橋における保護
性さび形成策

25 6 1 3 1 4 3 1 1 1 1 1 1 1 1月12日

⑥地域精通度・地域貢献度④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

加
算
点
の
合
計

⑤
企
業
の
技
術
力
 
 

新
技
術

オ）

②企業の施工能力技術提案、施工計画 ③配置予定技術者の施工能力

事
務
所
名

工事概要

公
告
時
期

（
月

）

ラ
ン
ク

工事の特性

◆技術提案の審査（入札前審査）　【標準型】　対象工事一覧

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事名
区
分

工
事
種
別

開
札
予
定
日

施工体制

1 2
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

1 鳥取
道
路

鳥取西道路下坂本改良工事 一般土木
C
+
D

工事延長Ｌ＝約１００ｍ
 　スラリー攪拌工（600
KN/m2）
 　　改良杭本数　φ1600
L=20.5m　N=131本

　地盤改良工において均一な改良
強度を構築するには、改良体の品
質の確保が重要である。

10月 64.0 15 15 10
地盤改良工におけ
る改良体の品質確
保

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 12月2日

2 鳥取
道
路

鳥取西道路本高地区外舗装工
事

アスファルト
舗装

B

工事延長　Ｌ＝約８００ｍ
  掘削工　 Ｖ＝約１００ｍ3
　アスファルト舗装工（再
生粗粒度As　t=50mm）
　　　　　Ａ＝約４，０００ｍ2
　張コンクリート工
       　 Ａ＝約５００ｍ2
  排水構造物工　１式

　アスファルト舗装の品質を確保す
る上で、品質、運搬及び舗設につい
て十分に配慮することが重要であ
る。

11月 65.0 15 15 10
アスファルト舗装
（表層）施工におい
て配慮すべき事項

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 1 12月16日

3 鳥取
道
路

国道９号日光坂消雪機械設備
工事
【再公告】

機械設備 －
送水設備工　　１　基
受変電設備工　１　基
遠隔制御盤工　１　式

　公園及び羊小屋が隣接しており第
三者（公園等の施設利用者）に対す
る安全対策が重要である。

11月 64.0 15 15 10

現場作業時におけ
る第三者（公園等
の施設利用者）に
配慮した施工計画
の立案

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 12月28日

4 倉吉
河
川

小鴨川下大江河床整備工事 一般土木
C
+
D

掘削工　約55,000m3
盛土工　約23,500m3
残土処理工　１式
巨石据付　　約80m2

　本工事は小鴨川下大江地先にお
ける河床整備工事であり、工事によ
る汚濁水が河川へ流れ込むと漁業
に影響が出ることから、汚濁水が河
川に流出することを防ぐことが重要
である。

9月 64.0 15 15 10
工事区間における
河川への水質汚濁
防止対策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 11月1日

5 倉吉
河
川

天神川下畑砂防堰堤除石工事 一般土木 D
掘削工　約8,000m3
流木処理　１式

　天神川水系は鮎漁等の漁業が盛
んであり、工事において河川への汚
濁防止を行うことが重要である。

11月 64.0 15 15 10
河川への汚濁防止
に関する技術的所
見

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 12月15日

6 倉吉
河
川

天神川小泉２号砂防堰堤除石
工事

一般土木 D
掘削工　約6,500m3
流木処理　１式

　本工事は掘削工が主体であり、土
砂運搬時における一般道の汚れ防
止対策が重要となる。

11月 64.0 15 15 10
土砂運搬時におけ
る路面汚れ防止に
関する技術的所見

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 12月16日

工事名

②企業の施工能力

工
事
種
別

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

オ）

⑥地域精通度・地域貢献度①-1　簡易な施工計画の加算点

ラ
ン
ク

施工体制

◆技術提案の審査（入札前審査）　【簡易型】　対象工事一覧

③配置予定技術者の施工能力

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
管
理
体
制

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事の特性

事
務
所
名

工事概要
区
分
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簡易な施工計画

ア） イ） a) b) c) d) 1 ア） イ） ウ） エ） オ） カ） キ） ア） ア′） イ） ウ） エ） オ） オ） ⅰ ⅱ ⅲ カ） キ） ケ）

品
質
確
保
の
実
効
性

施
工
体
制
の
確
実
性

工
程
管
理

品
質
管
理

施
工
上
の
課
題
に
対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指

定

）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
項

　
　

（
受
注
者
提
案

）

評価内容１

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド

優
良
工
事
表
彰
等

下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

工事名

②企業の施工能力

工
事
種
別

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

オ）

⑥地域精通度・地域貢献度①-1　簡易な施工計画の加算点

ラ
ン
ク

施工体制 ③配置予定技術者の施工能力

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
管
理
体
制

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事の特性

事
務
所
名

工事概要
区
分

7 倉吉
道
路

名和淀江道路豊成改良工事 一般土木
C
+
D

【豊成工区】
掘削工　約15,000m3
植生基材吹付　約1,400m2
種子散布　　　約1,000m2
舗装工　　　　約800m2
排水構造物工　１式
道路付属施設工　　１式
【小竹工区】
掘削工　約300m3
植生基材吹付　約1,900m2
舗装工　　　　約300m2
排水構造物工　１式
道路付属施設工　１式

　本工事で発生する掘削残土は公
道を使用して他工事現場へ搬出す
るため、運搬時における公道の汚
損対策が重要である。

9月 64.0 15 15 10
残土運搬時（豊成
工区）における公
道の汚損防止対策

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 11月14日

8 倉吉
道
路

中山名和道路下甲改良工事 一般土木
C
+
D

掘削工（土砂）　約
28,000m3　　　　　　　　掘
削工（軟岩）　約1,800m3
植生基材吹付　約2,300m3
舗装工　　　　　　約400m2
排水構造物工　　１式
道路付属施設工　１式
RC橋脚工　　　　　４基
場所打杭　　　　　N=16本

　本工事箇所周辺の農地への影響
を最小限にとどめるため切土施工
時の粉塵抑制対策が重要となる

11月 64.0 15 15 10
切土施工時の粉塵
飛散防止対策に関
する技術的所見

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 1月13日

9 倉吉
道
路

中山名和道路住吉改良工事 一般土木
C
+
D

掘削工（土砂）　約1,000m3
路体盛土　約6,600m3
路床盛土　　約2,000m3
舗装工　約2,600m2
排水構造物工　１式
道路付属施設工　１式
仮設工　１式

　本工事は路体盛土工が主体であ
り、路体盛土工の品質向上に関す
る施工計画が重要となる。

11月 64.0 15 15 10
路体盛土の品質管
理の向上に関する
技術的所見

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 1月16日

10 倉吉
道
路

中山名和道路石井垣西改良工
事

一般土木
C
+
D

掘削工　約21,000m3
路体盛土　約34,000m3
舗装工　　約580m2
排水構造物工　１式
道路付属施設工　１式
函渠工　　　　　　１基
アーチカルバート　２基
迂回路　　　　　　１式
仮設工　　　　　　１式

　本工事箇所に隣接する団地の居
住環境を確保する観点から施工時
における騒音抑制対策が重要とな
る。

11月 64.0 15 15 10
施工中における騒
音抑制対策に対す
る技術的所見

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 12月20日

11 倉吉
道
路

名和淀江道路上坪東改良工事 一般土木
C
+
D

掘削工　約40,000m3
路体盛土　約70,000m3
法面整形（切土）　約5,000m3
法面整形（盛土）　約
12,000m2　　　　　　種子吹付
約12,000m2
舗装工　　　　約800m2
排水構造物工　　１式
道路付属施設工　１式
仮設工　　　　　　１式

　本工事は路体盛土工が主体であ
り、路体盛土工の品質向上に関す
る施工計画が重要となる。

10月 64.0 15 15 10
路体盛土の品質管
理の向上に関する
技術的所見

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 12月19日

12 倉吉
道
路

中山名和道路赤坂遮音壁設置
工事

維持修繕 －
遮音壁設置（H=2.0m）
132m

　沿道部の騒音対策を目的に遮音
壁を設置するものであり、遮音効果
を確保するうえから基礎及び本体
工の施工精度確保が重要である。

11月 64.0 15 15 10
遮音壁の施工上の
留意点

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 12月16日
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簡易な施工計画
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施
工
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工
程
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品
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管
理

施
工
上
の
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対
す
技
術
的
所
見

（
発
注
者
指
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）

施
工
上
配
慮
す
べ
き
事
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注
者
提
案

）
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同
種
工
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の
施
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経
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（
営
繕
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）

過
去
の
工
事
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績

ゴ
ー

ル
ド
カ
ー

ド
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良
工
事
表
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下
請
け
表
彰

手
持
ち
工
事
量

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

同
種
工
事
の
施
工
経
験

（
営
繕
の
み

）

同
種
工
事
の
評
定
点

（
営
繕
の
み

）

過
去
の
工
事
成
績

優
良
工
事
技
術
者
表
彰
等

継
続
教
育

同
種
工
事
の
施
工
実
績
規
模

ヒ
ア
リ
ン
グ

本
支
店
・
営
業
所
の
所
在

近
隣
地
域
で
の
施
工
実
績

災
害
対
応
協
定
に
基
づ
く
活
動
実
績

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
績

Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
績

道
路
除
雪
作
業
の
実
績

河
川
・
道
路
維
持
工
事
の
実
績

中
小
企
業
の
擁
護
・
育
成
へ
の
取
り
組
み

工事名

②企業の施工能力

工
事
種
別

公
告
時
期

（
月

）

加
算
点
の
合
計

オ）

⑥地域精通度・地域貢献度①-1　簡易な施工計画の加算点

ラ
ン
ク

施工体制 ③配置予定技術者の施工能力

開
札
予
定
日

④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
管
理
体
制

総
合
評
価
審
査
委
員
会
重
点
審
査

工事の特性

事
務
所
名

工事概要
区
分

13 倉吉
河
川

天神川外河川監視設備工事 通信設備 －

CCTV制御装置　１台
IP伝送装置　　２台
IP映像・伝送装置　　２８箇
所
IP制御一体型カメラ装置
１台
据付撤去工　　１式

　施工時にはシステム全体の運用
停止が必要となることから、十分な
準備と効率的且つ確実な施工が重
要となる。

9月 64.0 15 15 10
伝送設備の切り替
え作業方法につい
て

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 11月2日

14 倉吉
河
川

穴鴨水位計外設置工事 通信設備 －

【穴鴨局】
観測機器製作　１式
観測機器取付　１式
配線工　　　　　１式
【福光局】
観測局舎設置　１式
観測器機移設　１式
配線工　　　　　１式

　水位計測において水位計セン
サー部の現地における設置方法が
重要となる。

10月 64.0 15 15 10
穴鴨水位計セン
サー部設置に関す
る技術的所見

6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 11月15日

15 殿ダム
河
川

殿ダム照明設備工事 電気設備 C
照明灯　５台
照明操作盤　３台
配管・配線工　１式

　本工事は、照明設備の設置を行う
工事であり、照明器具の確実な取
付、適切な位置への設置が必要と
なる。

11月 64.0 15 15 10 照明器具の取付 6 1 3 1 1 4 2 1 1 1 1 1 1 12月28日
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ボ
ラ
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テ
ィ
ア
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の
実
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災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
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の
実
績

Ｖ
Ｓ
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等
の
実
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道
路
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作
業
の
実
績

河
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中
小
企
業
の
擁
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育
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へ
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取
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組
み

        

1 鳥取
道
路

鳥取西道路嶋ＩＣ橋外下部工事 一般土木 C 橋台　２基

  塩害・中性化等の劣化を防
ぎ、コンクリートの耐久性及び
構造物の安全性の確保を図る
ことが、重要であるため。

下部工コンクリートの
品質確保

2 倉吉
道
路

名和淀江道路下市第2跨道橋外
ＰＣ上部工事

ﾌﾟﾚｽﾚｽﾄ･ｺ
ﾝｸﾘｰﾄ

－

跨道橋上部（PC）　N=3
橋
①PC斜材付π型ラーメ
ン橋
　(L=65m、W=9m)
②ﾎﾟｽﾃﾝPC単純中空床
版橋
　(L=45m、W=2m)
③ﾎﾟｽﾃﾝPC単純中空床
版橋
　(L=38m、W=2m)

　塩害中性化等による劣化を
防ぎ、上部工コンクリートの耐
久性及び構造物の安全性の
向上を図ることが重要である。

上部工コンクリートの
品質・耐久性向上

ラ
ン
ク

工事概要

②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力施工体制 技術提案、施工計画

1 2 3

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【標準型】　対象工事一覧
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④
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ス
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ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

⑤
企
業
の
技
術
力
 
 

新
技
術

⑥地域精通度・地域貢献度
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災
害
ボ
ラ
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テ
ィ
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活
動
の
実
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Ｖ
Ｓ
Ｐ
等
の
実
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道
路
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雪
作
業
の
実
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河
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・
道
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工
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の
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擁
護
・
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成
へ
の
取
り
組
み

1 鳥取
道
路

【実績重視方式】

鳥取西道路服部第２改良工事
一般土木

C
+
D

軽量盛土工　5,000m3
側溝工　　　　１式

　橋台背面の軽量盛土の施工に際し、配合
設計どおりの盛土材を確保することが重要で
ある

－

2 鳥取
道
路

【実績重視方式】

鳥取西道路桂見地区外進入路
工事

一般土木
C
+
D

盛土工　5,000ｍ3
舗装工　4,000ｍ2
仮設工　１式

　アスファルトの品質を確保する上で、材料、
運搬及び舗設については、舗装の品質を確
保する上で十分に配慮することが重要である

－

3 鳥取
道
路

国道９号日光坂消雪管路工事
【再公告】

一般土木
C
+
D

送水管設備据付工1式
散水管設備据付工1式
取水施設工　1式

　当該施工区間は中学校及び民家が隣接し
ており、施工中の工事騒音の低減は周辺環
境に対する影響が大きいため

アスファルト舗装版の取り
壊しにおける騒音の低減

4 鳥取
道
路

【実績重視方式】

国道９号日光坂消雪管路その２
工事

一般土木
C
+
D

送水管敷設　１式
　国道９号歩道内へ送水管を敷設するため、
工事中における歩道利用者への安全対策が
重要である

－

5 鳥取
道
路

【実績重視方式】

鳥取管内橋梁補修工事
維持修繕 － 橋梁補修　１３橋

　国道９号大賀橋ランプ橋（上り・下り）は住宅
地に近接しているため工事中における周辺
環境への配慮が重要である

－

6 鳥取
道
路

【実績重視方式】

郡家管内橋梁補修工事
維持修繕 － 橋梁補修　１１橋

　国道２９号吾曽呂橋は急カーブ区間に位置
し、交通規制時の一般交通への安全対策が
重要である

－

7 鳥取
道
路

【実績重視方式】

国道９号摩尼川橋外耐震補強
工事

維持修繕 － 橋梁耐震補強　２橋
　国道９号摩尼川橋は県道に隣接しており、
工事中における県道側の一般交通への安全
対策が重要である

－

◆評価項目・加算点の審査（公告前審査）　【簡易型】　対象工事一覧
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評
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務
所
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⑥地域精通度・地域貢献度

公
告
予
定
日

オ）

加
算
点
の
合
計

施工体制 ①-1　簡易な施工計画の加算点 ②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力
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工事概要 工事の特性

⑥地域精通度・地域貢献度

公
告
予
定
日

オ）

加
算
点
の
合
計

施工体制 ①-1　簡易な施工計画の加算点 ②企業の施工能力 ③配置予定技術者の施工能力 ④
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
施
工
能
力

8 鳥取
道
路

【実績重視方式】

国道３７３号塩谷高架橋外耐震
補強工事

維持修繕 － 橋梁耐震補強　３橋
　国道３７３号塩谷高架橋周辺には観光施設
や住宅があり、工事中における周辺環境へ
の配慮が重要である

－

9 鳥取
道
路

【実績重視方式】

国道３７３号笹尾高架橋外耐震
補強工事

維持修繕 － 橋梁耐震補強　２橋
　既設橋梁へ落橋防止システムを取り付けす
る時に、既設構造物への影響を最小限にす
るための配慮が重要である

－

10 鳥取
道
路

【実績重視方式】

国道３７３号坂根第２橋耐震補
強工事

維持修繕 － 橋梁耐震補強　１橋
　国道３７３号坂根第２橋は吉野川に近接し
ており、工事中における河川への汚濁防止
等の配慮が重要である

－

11 鳥取
道
路

【実績重視方式】

国道３７３号山郷橋外耐震補強
工事

維持修繕 － 橋梁耐震補強　５橋
　国道３７３号山郷橋に近接して小学校があ
るため、工事中における配慮が重要である

－

12 鳥取
道
路

【実績重視方式】

八束水外函渠補修工事
維持修繕 － 函渠補修　２箇所

　国道２９号安長其の２函渠は交差点部に位
置し、周辺は商店に近接した箇所で、工事中
における周辺環境への配慮が重要である

－

13 鳥取
道
路

【実績重視方式】

市瀬外函渠補修工事
維持修繕 － 函渠補修　５箇所

　国道５３号市瀬其の５函渠は智頭洞門終点
側出口付近に位置し、カーブ区間でもあり、
工事中における一般交通への安全対策が重
要である

－

14 鳥取
道
路

【実績重視方式】

志戸坂峠道路外防災工事
法面処理 － 防災対策　６箇所

　道路に隣接する法面での防災工事であり、
通行規制を行わず供用しながらの工事施工
のため、一般交通への落石防止対策等が重
要である

－
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15 鳥取
道
路

【実績重視方式】

鳥取西道路本高地区法面工事
法面処理 －

掘削工　53,000m3
植生基材　3,000m2
法枠工　5,400m2
アンカー工　150本

  切土部分で植生基材吹付工を行うが、近隣
に田園等があり、植生基材吹付工における
飛散防止対策が重要である

－

16 倉吉
河
川

【実績重視方式】

天神川水系流砂量観測機器設
置工事

一般土木 D

観測機器設置箇所
①輪王寺頭首工
②大井手堰
観測機器取付　１式
観測局設置　１式
仮設工　１式

　本工事は、天神川水系における流砂量観
測機器の設置工事である

－

17 倉吉
道
路

【実績重視方式】

名和淀江道路松河原東改良工
事

一般土木
C
+
D

掘削工V=約37,000m3
路体盛土V=約5,000m3
植生基材吹付　約
6,000m3　　　　　　舗装工
約100m3　　　　　　　　排
水構造物工　１式
道路付属施設工　１式
RC橋脚２基（直接基礎）
仮設工　１式

　一般国道９号名和淀江道路のうち鳥取県西
伯郡大山町下市地内における改良工事であ
る。本工事において跨道橋下部を施工する
が構造が比較的単純であり、技術的な工夫
の余地が小さい工事である

－

18 倉吉
道
路

中山名和道路赤坂遮音壁設置
工事

維持修繕 －
遮音壁設置　L=132m
土工　一式

　国道9号中山名和道路のうち西伯郡大山町
赤坂地内における遮音壁設置工事である。
工事の主体は、遮音壁設置であり遮音効果
を確保するうえで基礎及び本体工の施工精
度確保が重要である。

遮音壁設置の施工上の留
意点

19 倉吉
道
路

【実績重視方式】

西坪用地管理工事
維持修繕 －

道路土工　1式
舗装工　1式
排水構造物工　1式
除草工（肩掛式）　1式
用地整備工　1式
仮設工　1式

　名和淀江道路事業地内（西伯郡大山町下
市～西坪地内）における用地管理作業であ
る。
　技術的な工夫の余地が極めて小さい作業
である。

－

20 倉吉
道
路

【実績重視方式】

国道９号大和橋外補修工事
維持修繕 －

全2橋
・名和橋補修　1式
・大和橋補修　1式

　本工事は、倉吉河川国道事務所管内にお
ける２橋梁の補修工事であるが、現道を交通
規制する必要があるため、一般交通への安
全対策に配慮する必要がある。

－

21 倉吉
道
路

【実績重視方式】

国道９号宗像大橋外耐震補強
工事

維持修繕 －

全3橋
・浦津橋耐震補強　1
式
・古豊千2号橋耐震補
強　1式
・宗像大橋耐震補強
１式

　本工事は、橋脚補強によるコンクリート巻き
立て補強を実施するため、コンクリートの品
質確保が重要である。

－
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22 倉吉
道
路

【実績重視方式】

名和淀江道路松河原外法面工
事

法面処理 －
植生基材吹付工　1式
法枠工　1式

　名和淀江道路事業地内（西伯郡大山町松
河原～倉谷地内）における法面工事である。
　工事の主体が植生基材吹付工であり、技術
的な工夫の余地が小さい工事である。

－

23 日野川
ダ
ム

【実績重視方式】

菅沢ダム放流バルブ室他新築
工事
【再公告】

建築
C
+
D

1.機械室　S-1　延べ面
積　62㎡　　新築　１棟
2.電気設備　　新設　一
式
3.バルブ室　ＲＣ－１　延
べ面積　76㎡　　新築　1
棟
4.電気設備　　新設　一
式
5.機械設備　　新設　一
式
6.舗装　　　　　新設　一
式

　本工事は、菅沢ダム上屋の新築工事であ
り、高度な技術提案を要する工事でないがコ
ンクリート工事の現場施工において技術的な
工夫の余地がある工事と考える。

－

24 日野川
河
川

【実績重視方式】

日野川維持修繕工事
維持修繕 －

護岸工　Ｌ＝50m
伐木工　Ａ＝50,000m2
塵芥処理工　１式
仮設工　　　　1式

　本工事は、日野川管内における護岸修繕
および河川内の維持修繕工事であり、工事
による汚濁水が河川に流れ込むと漁協に影
響が出ることから、濁水対策への配慮が必要
である。

－

25 日野川
砂
防

【実績重視方式】

大山砂防一の沢砂防堰堤護岸
補修他工事

一般土木
C
+
D

掘削工　　V≒23,000m3
流路護岸工　Ｌ=44ｍ
仮設工　　１式

　工事現場内で発生する濁水により、下流の
農業用水の取水や水域内の生態系に悪影響
を与えないことが重要である。

－

26 日野川
砂
防

【実績重視方式】

大山砂防須郷砂防堰堤第２工
事

一般土木
C
+
D

砂防土工　　１式
砂防堰堤工（コンクリー
ト）
　　　　　　　　V≒1600m3
垂直壁工　　V≒200m3

　砂防堰堤本体工のコンクリート施工を行うも
のであり、打設から養生までのコンクリート施
工上の配慮が必要である。

－

27 殿ダム
ダ
ム 殿ダム照明設備工事 電気設備 C

照明灯　５台
照明操作盤　３台
配管・配線工　１式

　本工事は、照明設備の設置を行う工事であ
り、照明器具の確実な取付、適切な位置への
設置が必要となる。

照明器具の取付
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1 鳥取
鳥取西道路環境管理業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設コンサ
ルタント業務

　一般国道９号鳥取西道路の鳥取市本
高～鳥取市青谷町養郷地内において、
環境影響評価に基づく環境保全措置
の管理作業を行う。

環境影響評価書の保全措置を確実に
実施・管理するための手法。

１月
中旬

★　公示前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　
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1 鳥取
志戸坂峠道路盛土解析検
討業務

土木関係建設
コンサルタント
業務

　志戸坂峠道路の１０ｍ以上
の盛土断面７箇所において、
ＦＥＭ解析を実施し、対応策を
検討するものである。

データ解析における盛
土の安全性のとりまとめ
手法について

１月
中旬

2 鳥取 姫鳥線盛土解析検討業務
土木関係建設
コンサルタント
業務

　姫鳥線の１０ｍ以上の盛土
断面９箇所において、ＦＥＭ解
析を実施し、対応策を検討す
るものである。

データ解析における盛
土の安全性のとりまとめ
手法について

１月
中旬
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業務計画の適切性

成績・表彰

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

地
域
精
通
度

合
 
 

計

資格・実績

★　公示前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

特
定
テ
ー
マ

保
有
資
格

資格・実績

予定管理技術者の経験・能力 予定照査技術者の経験・能力

資格・実績

業
務
成
績

Ｃ
Ｐ
Ｄ

公
示

（
月

）

再
委
託
の
確
認

資格・実績 成績・表彰 成績・表彰

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登
録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
成
績

業
務
成
績

表
彰
経
験

テーマ２の提案内容

業
務
理
解
度

表
彰
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

保
有
資
格

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

Ｃ
Ｐ
Ｄ

そ
の
他

（
知
識

、
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事
項

）

業
務
成
績

実施方針・実施フロー・工程
等

表
彰
経
験

整
合
性 テーマ１の提案内容

実
施
手
順

予定管理技術者の経験・能力

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用

技術提案書提出者を決定するための評価項目

予定照査技術者の経験・能
力

実施
体制

資格・実績等

企業の経験・能力

専任制

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

地
域
精
通
度

直
接
的
な
雇
用 合

 
 

計

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数



平成２３年１２月１３日　第６１回鳥取県会

資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

1 鳥取
鳥取管内橋梁補修設計業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設コンサ
ルタント業務

　本業務は、鳥取河川国道事務所管内に
おける橋梁の点検を行った結果、補修の必
要が認められた橋梁について、補修設計を
行うものである。

橋梁長寿命化に配慮した設計方法に
ついて（コストと耐久性を考慮した設
計）

11月18日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値化
しない

数値化
しない

30.0 5.0
数値化
しない

数値化
しない

数値化
しない

数値化
しない

数値化
しない

100 1.0 4.0 1.0 6.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 7.0 4.0 4.0 3.0 - 6.0 6.0 5.0 5.0 - - - - 60

2 鳥取
鳥取管内道路防災設計業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設コンサ
ルタント業務

　本業務は、鳥取河川国道事務所管内に
おける道路防災要対策箇所の測量及び設
計を行うものである。

工法比較検討する上で留意すべき事
項について

11月18日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値化
しない

数値化
しない

30.0 5.0
数値化
しない

数値化
しない

数値化
しない

数値化
しない

数値化
しない

100 1.0 4.0 1.0 6.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 7.0 4.0 4.0 3.0 - 6.0 6.0 5.0 5.0 - - - - 60

予定照査技術者の経験・能力

保
有
資
格

表
彰
経
験

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

専
門
技
術
力

予定管理技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

直
接
的
な
雇
用
関
係

保
有
資
格

評
価
テ
ー
マ
間
の
整
合
性

評価テーマ①

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

実
施
フ
ロ
ー

業
務
に
関
す
る
知
識

業
務
理
解
度

業
務
量
把
握

実
施
手
順

表
彰
経
験合

 
 

計

予定技術者の経験・能力

保
有
資
格

保
有
資
格

評
価
テ
ー
マ

開
札
日

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

表
彰
経
験

C
P
D

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

★　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

入札参加者を決定するための評価項目 落札者を決定するための評価項目

評価テーマに対する技術提案

合
 
 

計

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

表
彰
経
験

地
域
精
通
度

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定管理技術者の経験・能力

地
域
精
通
度

企業の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

評価テーマ②

照査技術者の経験・能力

実施方針・フロー・工程表等

専
門
技
術
力

地
域
精
通
度

業
務
成
績

C
P
D
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資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

1 鳥取
鳥取西道路桂見高住トンネル
修正設計業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設コンサ
ルタント業務

　本業務は、道路トンネル技術基準（換気
編）の改訂(H20.10.31)に伴い、一般国道９
号鳥取西道路の鳥取市桂見地区～鳥取
市高住地区における桂見高住トンネルの
修正設計を行うものである。

11月7日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い
100 3.0 8.0 1.0 9.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 12.0 6.0 6.0 6.0 60

2 倉吉
淀江トンネル照明設備外設計
業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設コンサ
ルタント業務

トンネル照明設備設計　　１式
テレメータ施設詳細設計　１式

12月2日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い
100 3.0 8.0 1.0 9.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 12.0 6.0 6.0 6.0 60

3 倉吉
小鴨川外測量設計業務
価格点と技術点の比率　１：１

土木関係建設コンサ
ルタント業務

  倉吉河川国道事務所管内において工事
発注等に必要となる測量・設計を実施する
ものである。

11月28日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い

数値
化しな

い
100 3.0 8.0 1.0 9.0 2.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 12.0 6.0 6.0 6.0 60

★　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用
関
係

開
札
日

落札者を決定するための評価項目

専
門
技
術
力

合
 
 

計

実施方針・フロー・工程表等

C
P
D

予定管理技術者の経験・能力

予定技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

実
施
手
順

業
務
成
績

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定照査技術者の経験・能力

照査技術者の経験・能力

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

予定管理技術者の経験・能力

業
務
成
績

C
P
D

保
有
資
格

合
 
 

計

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

業
務
に
関
す
る
知
識

表
彰
経
験

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
量
把
握

業
務
成
績

実
施
フ
ロ
ー

業
務
理
解
度

表
彰
経
験

入札参加者を決定するための評価項目

専
門
技
術
力

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

表
彰
経
験

保
有
資
格

地
域
精
通
度

企業の経験・能力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

業
務
成
績
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〈建築業務〉

資
格
要
件

専
門
技
術
力

資
格
要
件

専
門
技
術
力

情
報
収
集
力

資
格
要
件

専
任
性

そ
の
他

4 鳥取
駟馳山バイパス外トンネル電気
室実施設計業務
価格点と技術点の比率　１：１

建築関係建設コンサ
ルタント業務

　本業務は鳥取県鳥取市において計
画されている一般国道９号駟馳山バ
イパスの駟馳山トンネル、鳥取西道路
の古海トンネルにおける電気室建設
計画に係る建築、建築設備の実施設
計並びに積算を行う業務である。

11月7日 - - - - - - 4.0 - - - 4.0 - 5.0 6.0 6.0 - - 25 - 4.0 - 4.0 - 2.0 5.0 6.0 - 6.0 - 8.0 8.0 12.0 - - 55

合
 
 

計

落札者を決定するための評価項目

★　入札前審査　【簡易公募型競争入札方式　総合評価落札方式（簡易型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

予定技術者の経験・能力 実施方針及び手法

同
種
類
似
経
験

業
務
の
実
施
方
針

地
域
精
通
度

業
務
成
績

直
接
的
な
雇
用
関
係

合
 
 

計

業
務
量
把
握

業
務
成
績

表
彰
経
験

専
門
技
術
力

事
故
及
び
不
誠
実
な
行
為

予定管理技術者の経験・能力

開
札
日

表
彰
経
験

保
有
資
格

登
録
等
有
無

同
種
類
似
経
験

入札参加者を決定するための評価項目

企業の経験・能力

業
務
成
績

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

業
務
成
績

業
務
実
施
体
制
の
妥
当
性

予定主任担当技術者の経験・
能力

予定主任担当技術者・担当技術者の経験・能
力

C
P
D

保
有
資
格

設
計
上
の
配
慮
事
項
等

業
務
理
解
度
及
び
取
組
意
欲

業
務
成
績

C
P
D

予定管理技術者の経験・能力

業
務
に
関
す
る
知
識

表
彰
経
験

手
持
ち
業
務
量

専
任
性

専
門
技
術
力

保
有
資
格

同
種
類
似
経
験

専
門
技
術
力

表
彰
経
験

直
接
的
な
雇
用
関
係



平成２３年１２月１３日　第６１回鳥取県部会

（発注者支援業務）

的
確
性

実
現
性

1 鳥取
鳥取改築他積算技術業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設コンサ
ルタント業務

　本業務は、鳥取河川国道事務所における
道路及び河川に関する工事の設計書作成
に必要となる工事発注図面及び数量総括
表（数量計算書）、積算資料、積算システム
への積算データ入力等の作成支援を行うこ
とにより、業務発注担当部署における工事
発注の円滑化を図ることを目的とする業務
である。

複数の担当技術者で業務を実施する場
合に統一的な判断、対応を行う履行体
制を確保するための取り組み（指示・報
告の方法等）について

12月15日 5.0 5.0 5.0 - 5.0 - 10.0 20.0 20.0 10.0 80

2 鳥取
鳥取技術審査その２業務
価格点と技術点の比率　１：２

土木関係建設コンサ
ルタント業務

　本業務は、鳥取河川国道事務所より
発注される工事発注資料（公示文(案)、
入札説明書）、又は工事入札参加者か
ら提出があった技術資料の分析・整理
などの支援を行うものである。

技術資料の一覧性を向上させるなど、
分かりやすく整理するための工夫につ
いて（様式及び評価理由に関して具体
的な記載をすること）

12月15日 5.0 5.0 5.0 - 5.0 - 10.0 20.0 20.0 10.0 80

★　入札前審査　【一般競争入札方式　総合評価落札方式（標準型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

落札者を決定するための評価項目

予定技術者の経験・能力 実施方針

合
 
 

計

評
価
テ
ー
マ

開
札
日

同
種
類
似
経
験

地
域
精
通
度

保
有
資
格

保
有
資
格

地
域
精
通
度

予定管理技術者の経
験・能力

担当技術者の経験

同
種
類
似
経
験

業
務
理
解
度

評価テーマに対
する技術提案

評価テーマ①

実
施
体
制
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事故
等

成績・
表彰
等

専任
制

実
施
フ
ロ
ー

業
務
量
把
握

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

的
確
性

（
与
条
件
と
の
整
合

）

的
確
性

（
キ
ー
ワ
ー
ド
網
羅

）

実
現
性

（
説
得
力

）

実
現
性

（
類
似
実
績

）

1 鳥取
千代川及び袋川・新袋
川浸水想定区域検討業
務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

　本業務は、平成20年度に改
訂した千代川、袋川・新袋川浸
水想定区域図について、河川
整備の進捗等を踏まえた修正
を行うものである。また、浸水
想定区域図の見直しを行ったこ
とにより必要となる各種防災資
料の時点修正もあわせて行うも
のとする。

一般市民に分かりやす
い氾濫被害広報資料の
作成の考え方について

10月27日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0 - - - -

数値
化しな

い
100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

2 倉吉
天神川既往土砂災害検
証他業務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

  天神川水系の既往土砂災害
時における空中写真判読を実
施し、土砂移動の定量的な把
握を図り、今後の砂防事業実
施のための基礎資料として整
理する。
また、堰堤の維持管理のため
に、砂防堰堤に堆砂した土砂
等の除去・処分についての方
針策定を行うものである。

土砂移動実態を把握す
る上での留意点につい
て

11月24日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0 - - - -

数値
化しな

い
100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

3 殿ダム
殿ダム事業費等評価業
務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

１．殿ダム事業に係る資料収
集・整理
２．コスト縮減状況とりまとめ
３．基本計画との比較整理
４．殿ダム事業費に関する一般
公表資料作成

一般公表資料を作成す
る上での着目点及び考
慮すべき事項について

11月8日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.5 9.0 1.5
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0 - - - -

数値
化しな

い
100 4.8 14.2 1.0 23.8 4.7 1.5 － － － － － － 20.0 10.0 10.0 10.0 - 25.0 25.0 25.0 25.0 － － - － 200

4 殿ダム
殿ダム周辺風土資産利
活用施策検討業務

土木関係建設コンサ
ルタント業務

　本業務は、殿ダム周辺地域
の風土資産情報を基に、殿ダ
ム水源地域ビジョンに沿った具
体的な利活用施策に資する計
画の検討を行うとともに、情報
発信の基となる資料の作成を
行うものである。

殿ダム周辺地域の風土
資産の活用手法につい
て

12月13日 5.0 10.0 30.0 5.0
減
点

4.0 9.0 2.0
数値

化しな
い

数値
化しな

い
30.0 5.0 - - - -

数値
化しな

い
100 3.0 6.0 1.0 11.0 3.0 1.0 － － － － － － 10.0 5.0 5.0 5.0 - 12.5 12.5 12.5 12.5 － － - － 100

Ｃ
Ｐ
Ｄ

そ
の
他

（
知
識

、
代
替
案

、
重
要
な
指
摘
事
項

）

整
合
性

地
域
精
通
度

業
務
成
績

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

表
彰
経
験

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
成
績

地
域
精
通
度

保
有
資
格

Ｃ
Ｐ
Ｄ

表
彰
経
験

保
有
資
格

保
有
資
格

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

地
域
精
通
度

直
接
的
な
雇
用

技術提案書提出者を決定するための評価項目

資格・実績等

業
務
成
績

資格・実績 成績・表彰 成績・表彰

当
該
部
門
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
登
録
等
の
有
無

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

再
委
託
の
確
認

業
務
成
績

特
定
日

表
彰
経
験

専任制

手
持
ち
業
務
金
額
及
び
件
数

業
務
成
績

企業の経験・能力

資格・実績

直
接
的
な
雇
用

文
書
注
意
・
口
頭
注
意

保
有
資
格

★　特定前審査  【簡易公募型プロポーザル方式（総合評価型）】　

No

総
合
評
価
審
査
委
員
会
　
重
点
審
査

事
務
所
名

業
務
名

業
務
種
別

業
務
概
要

特
定
テ
ー
マ

技術提案書を特定するための評価項目

予定管理技術者の経験・能力
予定照査技術者の経験・能

力

実施
体制

合
 
 

計

予定管理技術者の経験・能力 予定照査技術者の経験・能力

実施方針・実施フロー・工程
等

業務計画の適切性

合
 
 

計

テーマ１の提案内容 テーマ２の提案内容

成績・表彰

同
種
・
類
似
業
務
の
経
験

業
務
理
解
度

実
施
手
順

資格・実績 成績・表彰 資格・実績

表
彰
経
験
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